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** 2024年5月（第3版）  医療機器製造販売承認番号：30200BZX00299000 

* 2021年12月（第2版） 機械器具（06）呼吸補助器  

高度管理医療機器   持続的自動気道陽圧ユニット   37234000 

（再使用可能な人工呼吸器呼吸回路   37705000） 

 
 

「ドリームステーション Auto」の付属品 

ドリームステーション用ヒーテッドチューブ 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 形状及び各部の名称 

 

 

 

 

 

 

2. 寸法 

全長：1,830 mm、チューブ内径：15 mm、マスクカフ内径：21 mm 

 
【使用目的又は効果】 

本品は、CPAP 装置又はバイレベル装置から患者への空気又は酸素を

含むガスの送入に用いる呼吸回路である。ドリームステーションシ

リーズ本体またはドリームステーション用加温加湿器と一緒に使用

する。 

 
【使用方法等】 

1. システムカフをドリームステーションシリーズ本体またはド

リームステーション用加温加湿器の送気口に接続する（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 逆側のマスクカフをマスクに接続する。 

3. ドリームステーションシリーズ本体を操作し、マスクを介し患者

へ空気又は酸素を含むガスを送入する。 

 

・適用機種 

  本装置が接続可能なドリームステーションシリーズの機種は以下の

とおり。 

販売名 承認番号 

ドリームステーション Auto 30200BZX00299000 

ドリームステーション Pro 22800BZX00314000 

ドリームステーション BiPAP Auto 22800BZX00348000 

ドリームステーション BiPAP autoSV 30100BZX00195000 

REMstar Auto System One 60 シリーズ 22500BZX00268000 

BiPAP Auto System One 60 シリーズ 22500BZX00448000 

BiPAP autoSV Advanced System One 60 

シリーズ 
22600BZX00073000 

BiPAP A40 システム シルバーシリーズ 22600BZX00347000 

BiPAP ハイブリッド A30 22900BZX00317000 

OmniLab システム 22600BZX00391000 

 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

・呼吸回路を引っ張ったり、変形させたり、負荷を加えない。 

［呼吸回路の破損やリークを起こす原因となる] 

 

【保守・点検に係る事項】 

＜使用者による保守点検事項＞ 

   1. クリーニング 

 初めて使用する前に洗浄し、その後は週1回洗浄を行う。 

 複数の患者が装置と加温加湿器を使用する場合、患者ごとにチュ

ーブを廃棄する。 

 本体からチューブを外した後、刺激の少ない食器用洗剤をぬるま

湯で薄めた溶剤中に完全に浸して、ていねいに洗浄する。 

 ぬるま湯3.8Lに対し、液体食器洗い洗浄剤は小さじ1（5ml）を3

分間使用する。 

 途中でチューブを優しく上下に動かし、チューブやコネクタに付

着した物質を浮かせて、ある程度除去する。 

 水道水で少なくとも 1 分間完全に洗い流し、チューブとコネクタ

から残った石鹸を全て取り除く。 

 直射日光の当たらない場所で自然乾燥させる。チューブに破損や

磨耗がないか点検し、必要に応じて廃棄・交換する。 

 

 

 
コネクタ 

チューブ 

＜ドリームステーションシリーズ本体に接続した図＞ 

 取扱説明書を必ずご参照ください 

＜ドリームステーション用加温加湿器に接続した図＞ 

※コネクタ（加温加湿器接続部）が送気口にしっかりはまってい

ること。 

** 

** 

マスクカフ システムカフ 
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2. 消毒 

院内で複数の患者に使用する場合は、別の患者に使用する前に次の

手順に従い洗浄及び消毒を行う。 

消毒前の洗浄： 

 市販の陰イオン洗剤（Medizime® LF、又は同等の酵素洗剤等）

を使用して週 1 回及び患者ごとに洗浄する。毛の柔らかいブラ

シを使用し付着物を十分に取り除く。 

 角や隙間は特に念入りに洗浄する。ヒーテッドチューブ内部を

ブラシで洗浄する必要はない。 

 部品を別々に水道水で少なくとも 1 分間洗い流す。部品を全て

まとめて洗い流さない。 

 水タンク、パッキン、ヒーテッドチューブから水を排出し、直

射日光の当たらない場所で自然乾燥させる。 

 部品に損傷や摩耗（亀裂、ひび割れ、裂け目、穴等）がないか

点検し、必要に応じて廃棄して新品と交換する。 

 適切に洗浄が行われていない場合、洗浄を繰り返して行う。 

 
消毒： 

 次のいずれかの方法で週 1 回及び患者ごとに消毒する。水タン

クとパッキンは毎年、ヒーテッドチューブは 6 ヶ月ごとに交換

する。 

- 熱消毒：75℃±2℃の水槽（水道水）に30分間浸す。 

- 消毒剤：Cidex OPA 

 Cidex OPAを使用する場合、水で完全に洗い流し、完全に自然

乾燥させてから次の患者に使用する。各付属品は、別々に水道

水で少なくとも1分間洗い流す。また、同じ水で洗い流さない。 

 消毒後、直射日光の当たらない場所で自然乾燥させる。各付属

品に破損や磨耗がないか点検し、必要に応じて廃棄・交換する。

［消毒後、変色することがあるが、使用に問題はない］ 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社フィリップス・ジャパン 

 
＜緊急連絡先＞ 

1. 平日9:00～17:30 

地域支店・営業所 

※地域支店・営業所の連絡先は検索サイトより「フィリップス ス

リープ＆レスピラトリーケア事業部 事業所一覧」でご検索下さ

い。 

 

2. 平日17:30以降～翌9:00、土・日曜日と祝祭日 

機器安全センター 0120-633881 

 
製造業者：PHILIPS RS NORTH AMERICA LLC 

フィリップス アールエス ノース アメリカ エルエルシー 

アメリカ合衆国 
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